
熊本地震から2年～熊本市動植物園の動物たち～

本田 信夫、上野 明日香、岡崎 伸一（熊本市動植物園） 

１ はじめに～熊本市動植物園の地震被害～ 

 熊本市動植物園は、2016年4月に熊本地震で被災し、2017年2月まで長期にわたり休園していた。その後、地震による被害の少 

なかったエリアから部分的に開園していったが、2018年3月現在も動物エリアの1/3ほどがまだ開園できていない。今回、地震発生

直後および2017年11月から本格的に動物エリアでの震災復旧工事がはじまったことによる動物への影響をまとめたので報告する。 

３ 災害復旧工事における動物たちへの影響（H29.11.01～H30.3.10現在） 

配管工事による放飼時間の減少、放飼場の縮小、工事音や工事車両への不安様行動等 

 

 

 

 

 

 

 

 

○まとめ 

 2016年4月の熊本地震による動物への影響は、地震発生時及び余震頻発時だけでなく、2017年11月から本格的にはじまった復旧工事でも認めた。多

くの動物が、地震及び工事の環境になれていったが、チンパンジーのように長期間にわたって影響がみられる動物もおり、動物種や個体にあわせた対

応を行っていく必要がある。復旧工事については、引き続き来年度も行われ、猛獣舎の改修、半分以上の獣舎で壊れた給排水管の設置、各獣舎の損

壊部分及び観覧通路の修理を行って全面開園となる。ハード面だけでなくソフト面での動物たちの健康管理に、今後も留意していきたい。 

２ 熊本地震による被害状況と、影響を受けた動物たち               Ｂ 地震で中・長期的に影響をうけたチンパンジー 

Ａ 地震で影響を受けた動物たち（短期的）                         地震後２年間の不安様行動の比較（アドリブサンプリング法で調査）    

○他園館への緊急猛獣移動  ○身体的・精神的にも影響を受けた動物たち 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

○園内別獣舎への避難移動 

 

 

 

 

 

 

【グラフより】 

H28年度の4月当初、熊本地震の影響でチンパンジーの不安様行動16項目の増加が如実にみられた。 

H29年度は、飼育担当者変更やチンパンジーの出産などがあったため、H29年度4月にやや不安様行動が

増加している個体もいるが、4月～10月を通して、５人の平均値はフラットな状態だとわかる。 

H29年度が全体的に不安様行動の増加がみられる理由は、以下の観察条件の違いによるものである。 

【H28とH29の観察条件の違い～観察者と観察時間～】 

H28年度は、地震の影響でチンパンジーの飼育スタッフ３人とも他課の応援や避難所の応援にまわり、担

当動物の飼育管理は常に１～２人体制となる中、園内の復旧作業や水汲みや他動物飼育の補助など作

業が増えたため、作業の合間に日替わりで１人で行っていた。 

H29年度は、4月に担当者1人が他課へ異動、新しく2人担当者が増えたことから、H28年度と比較して観

察人数と観察時間が３～４倍となり、全体的に不安様行動の目撃回数の増加につながった。 
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数日、寝室収容のまま、放飼場に出せず。 

給排水管破損、獣舎の破損、柵損壊、観覧通路・放飼場の液状化。 

アフリカゾウ：数日寝室収容、目の充血。 

放飼場の格子に隙間 寝室周囲の地盤沈下、亀裂多数。 

 

ウンピョウの 

イーナ・ジュール 

福岡市動物園へ 

 

アムールトラの 

チャチャ 

到津の森公園へ 

 

ライオンの 

サン 

九州自然動物公園へ 

 

ユキヒョウの 

スピカ 

大牟田市動物園へ 

     

    モンキーアイランド 

（ワオキツネザルとクロクモザル） 

 
 

獣舎の傾き、プールの破損、旧配水管の破損 

へ 

クロクモザル→ホロホロチョウ舎へ 

 

 

インドクジャク・シロクジャク：余震のたびに鳴く 

 

ヒクイドリ：余震で羽毛の逆立ち 

給排水管の破損 

キンシコウ舎・グラントシマウマ・猛獣舎エリア  

獣舎壁の破損、放飼場柵の損壊、観覧通路

のヒビ・隆起・沈降・給排水管の破損・液状化 グラントシマウマ：寝室内で顔に擦過

傷、余震で鳴く 

カバ：プールに潜ったままあがってこず。 

サルたちの森：タイル剥がれ、獣舎の傾き マンドリル：手指の擦過傷 アンゴラコロブス：寝室入室拒否。1週間の

食欲廃絶と放飼場での手渡し給餌 

キンシコウ：寝室への入室躊躇い

2～3日採食不良   
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シマウマ放飼場 

現在も続く水タンク運び 

●マンドリル：はじめは、工事車両・音に神経質になり、落ち着かず、下腿部に裂傷、経口薬で治癒。現在は

工事車両が目の前にあっても、大きな影響はみられない。 
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●チンパンジー：2017年11月より屋外放飼場使用不可。工事音や工事車両に対して、不安様行動調査（アドリ

ブサンプリング法）にて徘徊、軟便、やや食欲低下がみられ、オスのディスプレイ頻発及び寝室への移動拒否

（11月～3月 ３３日間）もあった。ストレス軽減のために、複数の室内を利用した移動回数の増加、工事車両

が見えないように目隠しの設置、室内での採食エンリッチメント及び環境エンリッチメントの導入を増やした。 

地盤沈下したチンパンジーの 

屋外放飼場の縁壁工事 

チンパンジーの屋外放飼場 

オタリアプールの濾過装工事 

チンパンジーの全天候型（屋内）展示室↓ 

屋内の展示室窓に目隠し 

展示室内に智恵の木設置 チンパンジーが 

時間をかけて採食 

●ホッキョクグマ：はじめは、寝室入室の躊躇がみられた。ま

た、地震以降、おもちゃを観覧通路に投げるひとり遊びをお

ぼえてしまったため、開園時には観覧通路に届かないよう

に、高所ネットの増設を行った。 

ホッキョクグマ舎の柵にネット増設 

ホッキョクグマのおもちゃ投げ 

●カバ：はじめは工事車両・音で寝室から出なかっ

たが、すぐになれ、工事柵に顎をのせてくつろぐ様 カバ放飼場 

カバのあごのせ 

 

ワオキツネザル→コンゴウインコ舎へ 

○不安様行動の項目：格子にしがみつく・身構える（警戒態勢）、警戒音発声、フィンパー、スク

リーム、格子をひっぱる、体毛の逆立ち、体を掻く、目を見開く、隣室を何度も覗く、右往左往、

警戒探査、その他ロッキング、徘徊、便貼り、糞食・飲尿など 

●アフリカゾウ：放飼場工事のため早期収容をはじめた頃は、工事車両・音に反応、落ち着かず収容に時

間がかかった。寝室内に採食エンリッチメントを導入、現在はほとんど影響がみられない。 

ゾウ舎放飼場の工事 

ゾウ舎放飼場鉄柵工事 

地盤沈下によるゾウ舎放飼場土間工事 

寝室にフィーダー設置 

ゾウが時間をかけて採食 

●マサイキリン、アカカンガルー、シフゾウ、シロダマジカ、ラ

マ、ヒクイドリ、ダチョウ、ニホンジカ：放飼時間の短縮。 

キリン舎前のポンプ工事 

草食獣エリアの配管工事 

キリン舎 

ゾウ舎 

●キンシコウ：放飼時間の短縮。寝室裏の工

事のため、日中交代展示していた兄弟を放飼

場で同居、スタッフが懸念していた大きな闘

争はなく、たまに小さな諍いがある程度、弟

から兄へのグルーミングによりコミュニケー

ションがはかれている。 

工事中、初動居個体どうしのグルーミング 

キンシコウ舎寝室裏の破損したコンクリート

撤去工事 

子ども列車の駅倒壊。列車「弁慶号」も脱線、

横倒し。 

ペンギン舎観覧通路の地盤沈下。 
水湿性植物園内の友誼亭（ゆうぎてい）倒壊。 

●グラントシマウマ：放飼時間の短縮。はじ

めは工事車両・音に警戒、現在はほとんど

影響みられない。 

シマウマ放飼場柵の外柵工事 

キンシコウ舎 

工事中の柵も気にせず、採食。 

A 生活リズムは変化したが、不安様行動はほとんどみられなかった動物たち 

B 生活リズムが変化、工事の初期に不安様行動がみられたが、現在はほとんど影響がみられない動物たち 

C 生活リズムが変化し、工事の初期から現在にいたるまで長期にわたって影響がみられる動物 

●フンボルトペ

ンギン：別プー

ルへ一時的に

移動。 


